第１号様式　別紙１									

耕畜連携地域資源活用促進事業　☐　実施計画書　☐　実績報告書

第１　申請者（実績報告書にあっては補助事業者）の概要
	申請者の氏名（法人及びその他団体にあっては名称及び代表者の職氏名）
	ﾌﾘｶﾞﾅ



	申請者の住所（法人及びその他団体にあっては主たる事務所の所在地）
	〒


	事業担当者の連絡先
	所属・役職・氏名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	申請者が販売農家の場合
（農業者団体の場合）
	年間販売額　　　　　　　　　　　　万円
（構成員数　　戸、総年間販売額　　　万円）

	実施要領別表１の補助対象事業２に係る経費を申請する場合は該当するものに○印
	
	認定農業者

	
	
	認定新規就農者

	
	
	農地所有適格法人

	
	
	３戸以上の農業者で組織する団体



第２　事業の目的
	☐国内産堆肥等の活用により、地力増進と化学肥料の低減を図る。
☐簡易機器の導入により、生産コストを抑え安定した農業経営を実現する。
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



第３　事業計画（実績報告書にあっては事業実績）
（1） 事業内容
	☐実施要領別表１の補助対象事業１に係る経費

	　☐国内産堆肥の購入
　☐緑肥種子の購入
　☐国内産堆肥の運搬
　☐国内産堆肥散布の委託

	☐実施要領別表１の補助対象事業２に係る経費

	　☐土壌分析装置の購入
　☐堆肥散布、緑肥すきこみのための機器の購入





（2） 事業予算（実績報告書にあっては事業精算）
ア　補助対象事業１
	堆肥・緑肥の別
堆肥の運搬・散布委託の別
	商品名
品種名
	積算
	事業費
(円、税抜)
	補助金額
(円、税抜)

	
	
	数量
	単価(税抜)
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	



イ　補助対象事業２
	機械・機器名
	メーカー・型式
	積算
	事業費
(円、税抜)
	補助金額
(円、税抜)

	
	
	数量
	単価(税抜)
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	



（3） 堆肥、緑肥種子の施用（予定）作目、面積、量及び増加率
	項目
	作目名
	事業前
	事業後
	事業前比増加率

	堆肥
	
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積増加率：　　　％
量増加率：　　　　％

	
	
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積増加率：　　　％
量増加率：　　　　％

	緑肥
種子
	
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積増加率：　　　％
量増加率：　　　　％

	
	
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積：　　　アール
量：　　　　トン・kg
	面積増加率：　　　％
量増加率：　　　　％




第４　事業着手予定年月日及び事業完了予定年月日（実績報告書にあっては実績）
　　　　事業着手予定年月日：　　　年　　　月　　　日
　　　　事業完了予定年月日：　　　年　　　月　　　日






第５　経費負担区分
	区　分
	総事業費
（円、税抜）
(A＋B)
	負　担　区　分
	備考

	
	
	府補助金
（円、税抜）
(A)
	自己資金等
（円、税抜）
(B)
	

	
補助対象事業１に係る経費

補助対象事業２に係る経費

	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	



第６　収支予算書（実績報告書にあっては収支精算書）
（1） 収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	本年度精算額
※実績報告時記載
	本年度予算額
	前年度予算額
	比較増減

	
	
	
	
	増
	減

	府補助金
	
	
	-
	
	

	自己資金等
	
	
	-
	
	

	合計
	
	
	-
	
	



（2） 支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	本年度精算額
※実績報告時記載
	本年度予算額
	前年度予算額
	比較増減

	
	
	
	
	増
	減

	補助対象
事業１
	
	
	-
	
	

	補助対象
事業２
	
	
	-
	
	

	合計
	
	
	-
	
	



第７　添付書類（実績報告時）

第８　京都府環境負荷低減事業活動実施計画の認定状況について
　☐認定済み（認定番号：　　　　　　　　　　　　　　　　）
　☐申請中（申請日・申請先　令和　年　月　日　　　農業改良普及センター）
　☐申請を目指します。
（時期：　　年　　月ごろ・☐　時期未定）
　　☐土づくり及び慣行の３割以上の化学肥料・化学農薬使用低減
　　☐その他
　　　
（注）
１　実施計画書及び実績報告書の別は、あてはまるものをチェックしてください。
２　実績報告書において、第３、第５及び第６欄の実績が計画時と異なる場合は、計画時の内容を取消線で消し実績を下段に赤字で記載すること。
　　　（例）　　１，０００，０００
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　９００，０００
３　第３の堆肥・緑肥種子の施用（予定）作目、量及び増加率は、事業後の施用量が事業前と比べて10％以上増えていることとし、堆肥の量が立方メートルの場合は含水率により重量換算すること。
４　第２、第３及び第８欄については、あてはまるものにチェックを付けて、必要事項を記載すること。
